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学士課程教育の構築に向けて（審議のまとめ）
【日本学術会議連携関係抜粋】

～競争と協同、多様性と標準性の調和を～第２章 改革の基本方向
（２）国による支援・取組～大学の自主性・自律性を尊重した多角的支援の飛躍的充実を～
（財政支援の強化とアカウンタビリティの徹底）
③ 大学間の連携、開かれた協同のネットワークの構築を
○ このため、今後、各分野の教育を振興する基盤づくりに向け、学協会や大学団体に対

し、国として積極的な支援を行うことが必要である。最近では、細分化されていた協会
の連合化の動きが進んできており、そうした基盤の素地もできつつある。このような学

、 、 、協会等の役割に期待しつつ これを促進し かつ共通理解に立った対応がなされるよう
文部科学省として、日本学術会議に審議依頼を行い、各分野の学位水準の向上など質保
証の枠組みづくりに向けた取組みを進めていくことが適当である。審議に当たっては、
学位に付記する専攻名称の在り方なども含めて、分野の捉え方にも検討が加えられるこ
とを期待したい。その際、日本学術会議が行う審議に関して、中央教育審議会の各種の
提言や今後の審議との適切な連携が図られるよう、相互の緊密な連絡協議を図っていく
ことが大切である。

、 、 。 、また 職業教育分野においては 産業界の協力が欠かせない 関係省庁と連携を図り
「 」 、 。産業界との 対話 の機会を設けるなど 積極的な働きかけを行うことも重要である

第３章 改革の具体的な方策
第１節 学位の授与、学修の評価
＜改革の方策＞

【国による支援・取組】

◆ 将来的な分野別評価の実施を視野に入れて、大学間の連携、学協会を含む大学団
体等を積極的に支援し、日本学術会議との連携を図りつつ、分野別の質保証の枠組
みづくりを促進する。

例えば 「学習成果」や到達目標の設定、コア・カリキュラムの策定、モデル教材やＦＤプログ、

ラムの研究開発などを促進する。併せて、海外の先導的な事例に関する情報収集を行い、その

成果を広く提供していく。日本学術会議に対して審議依頼を行い、その回答を得て必要な取組

を行う。

、 、◆ 学位に付記する専攻名称の在り方について 一定のルール化を検討するとともに
学問の動向や国際通用性に照らしたチェックがなされるようにする。

ルール化の検討に当たっては、日本学術会議や学協会等との連携協力を図る。また、英名表

記の国際通用性の確保に留意する。学部等の設置審査や評価に際しては、唯一単独の名称を用

いる場合、関連する学問領域との関係について十分な説明を求め、必要に応じ、見直しを含め

適切な対応を促す。

第２節 教育内容・方法等
（１）教育課程の編成・実施
（大綱化以降の教育課程の変化）
○ 以上で述べてきた点は、教育課程の在り方をめぐる概括的な課題であって、更に進ん

で各分野における課題を吟味していく必要がある。先行の様々な調査研究において、教
育課程の改革に向けた大学の取組、学生の学習活動や意識・価値観などについて、分野
別に見た実情が明らかにされつつある（図表 。我が国の学士課程では、人文3-2~3-13）
・社会系の学科に属する学生が全体の約半数を占めているが、これらの分野での教育課

（ ）。程の体系化・構造化に向けた取組が十分に進んでないという指摘もある 参考資料５
ただし、こうした現状分析に当たっては、大学・学部等の教育環境などによる影響が無
視できない。今後、日本学術会議との連携により、分野別の質保証の枠組みづくりに向
けて審議を行うに当たっては、我が国の大学の実態や学問の在りよう、国際通用性を踏
まえて十分な検討を進めていくことが望まれる。
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